
鯉

、蠣

馨

　
論
　

灘鱒
叢

.

弧
酬

…叢

所
得
税

の
弱
顯

・

・

…

肚
會
的
法
的
経
済
學

の
考
察

・

利
潤
の
経
済
的
及
び
道
徳
的
性
質

農
業
勢
働
問
題

・

…

時

.外
蘭

地

方
税

の
整

理

を
論
ず

…説

凸苑

家
計
論
の
地
位
に
就
て

…

井

リ

ヤ

ム

・
タ

ム

ス

ン

の

分

配

論

・

雑

録

掲
轟

効
聯
合
国
・
封
猫
経
済
政
策

祉
棊
戦
璽
と
伯
林
の
人
口

.

渋
墨
博
士

文
學
博
士

注
學
博
士

法
學
博
士

神

戸

正

雄

米

田
庄
太
郎

田

島

錦

治

河

田

嗣

郎

法
學
博
士

小

川

郷

太

郎

法

華

士

作

田

荘

一

経
済
學
土

掘

纏

夫

法
學
士

小

島

昌

太

郎

法
學
士

汐

見

三

郎

『"
一

1
一
.

置一



5

井

リ

ヤ

ム

・
タ

ム

ス

ン

の

分

配

論
堀

(
三

・
完

)

経

夫

戦
艦
鵜

難

癖

　
}…
羅

・

第騰
撫

講

講

嚇　
　
所載

)

第
四
節
相
互
協
力
主
義
の
長
所
及

等
二
安
固

ぴ
献
購

一
長
所
二
訣
貼
三
實
行
に
可
能
な
り

や

(

(

(

結

論

▼

」

一

策
三
章

相
互
協
力
の
上
に
立

つ
経
済
組
織
の
検
討

P

第

一
節

経
濟
組
織
の
移
動
性

余
は
、
本
論
丈
の
第

一
章
及
び
第
二
章
に
於
て
、
タ

ム
ス
ン
の
分
配
論
士
の
根
本
思
想
及
び
之
を
自
由
競
争
の

制
度
の
上

に
立

つ
維
濟
組
織
-

其
の
最
上
な
る
形
に
於
け
る
一

に
適
用
し
て
判
断
し
た
る
場
合

の
諸
結
果
に

就

て
、
、解

説
を
試

み
た

の
で

の
る
が

、
若

し
肚
會

の
経

済

組
織

に
し

て
永
久
不
可
攣

の
も

の
で
あ

る
な
ら
ば
¥
¥
�

�伽
O
.

q

P

O

.

O

O

O

O

O

O

々
は
、

分
配

の
季
等

の
理
想
を
断
念

し

て
、

タ

ム
ス
ソ
の
所

謂
李
等
な

る
資
固
、
即

ち
安
固

に
よ

っ
て
制

限

せ
ら

説

苑

非
叫
ヤ
ム
。タ
ム
ス
ソ
の
分
配
論
(三
・完
V
.

第
十
三
巻

バ
第
四
號

一
三
七
)

五
八
七
.

,

.

.

r



i

読

郭処

弁

リ
ヤ
ム
,
バ
ム
ス
ン
の
分
配
論
〔三
・完
)

錐
宇
三
巻

.(鋳
叫
臨脱

=
二
人
)

五
八
入

れ

た

る

卒

等

、

の

實

現

を

以

.て

最

終

の

理

想

蓬

す

る

の

外

は

、

無

い

で

あ

ら

う

。

併

し

乍

ら

耐

雪

制

度

は

、

時

代

の

推

移

ε

共

に

愛

遷

す

る

も

の

で

も

る

。

タ

ム

ス

ソ
曰

く

、

「
筆
者

(
タ
ム
ス
ソ
自
身
夕
指
す
-

謬
者
註
)
は
、
彼
れ
の

　
小
涯
を
通
じ
て
、
或

る

一
定
せ
る
道
徳
的
特
性

(
.
遺
徳
律
の
意

に
解
す

る
も
可
な
ら

ん
か
1

鐸
考
試
)
に
よ
っ
て
取
巻

か
れ
て
居

る
し
、
分
配
上
の
或
る
制
限

ピ
載

る
特
色

ε
を
目
撃
す

る
に
慣

れ
て
居

る
の
で
、
梢

こ
も
す

れ
ば

、.
此
等

の
も

の
が
、
彼
を
取

圃

ん
で
居

る
所
…

の
自
然

の
風
色
ご
同
じ
様

に
、
固

定

せ
る
も

の
で
あ

る
か
の
如

く
、
考

へ
勝
ち
で

あ
る
。
自

然

の
風
色
-

如
何

に
そ

が
狂
暴

で
あ
り
、
若

く
は
彼

れ
の
幸

輻

に
ご

つ
て
無

用
叉
は
有
害

で
あ

っ
て
も
一

に
驚

嘆

し
て
、
そ

の

前

に
屈

服
す

べ
く
、
彼

は
幼
少

の
時
よ
b
訓
練

さ
れ

て
る
る
、
蓋

し
彼
は
、
自
然

が
超

人
間

力

に
よ

っ
て
創

造

さ
れ

虎
も

の
で
あ

る
ご
話

し
聞

か
さ
れ

て
居

る
が
故

に
。
現
存

の
制

度
及
び
其

の
結

果
を

嘆
美
す

る
に
當

っ
て
、

も
、
彼
は

同
じ
標

な
驚

嘆

の
眼

翻
以

て
そ

の
前

に
屈

服
す

べ
く
訓
練

さ
れ
て
る

る
、蓋

し
此
等

の
も

の
は

、
或

る

場
合

に
は
人
間

の
智
慧

に

よ

っ
て
、
叉
或

る
場
合

に
は
超

人
陶

の
智
慧

に
よ

っ
て
指

導

さ
れ

花
る
所

の
、
人
間

の
九

の
創
造

せ
る
も

の
で
あ
る

、
ご
彼

は
話
し
聞

か

さ
れ

て
居

る
が
故

に
。

そ
れ
が
何
で
あ
ら
う

・こ
も
、
彼

ぱ
や

そ
れ
を
尊
敬
す

べ
く
激

へ
ら
れ

て
る
る
、
彼

れ
の
行

爲
を

、
現
存

の
制

度
に
.適
慮

せ
し
む

る
や
う

に
、
彼
ば

強

、

劉
.

制

さ
れ
て
み

る
。」

更

に
之

に
続

け

て

タ

ム
ス

ソ
は

、
現
存

の
諸
制

度
が
縄

掛

の
横
組

を
有
す

る
最
終

の
も

の
に
め
ら

ざ

な
・、」
ε
に
就

て
、
述

べ
て
日

ふ
。

『
扱

て
、
渦
』去

に
於
け

る
日取
・工
の
構
咄
旭
を
有
す

む
風
直
・、或

は
載

る
特
山足
の
國
【に
於
け

る
構
浩
寒
風
{単
の
)
の
伽肥
封

1

25)Distributi㎝
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.

的
方
法
が
、
此
等
の
機
械

(風
車

の
意
一

鐸
者
註

}
を
製
作
す

る
に
最
も
…畏
い
方
法

眠
何
で
あ
る
か
ご
い
ふ

問
題
を
解
く
に
當
っ
て
、
決
し
て
良

い
指
導
を
與

へ
な

い
が
如
く
、
成
る
特
定
の
國
に
於
け
る
富
の
創
造
及
び

分
配
に
關
す

る
縄
掛
的
便
法
、
或
は
過
去
に
於
け
る
其
の
便
法
も
、
富
を
創
造
し
之
を
分
配
す
る
最
上
の
方
法

に
聞
し
て
、
最
終

の
も
の
た
る
こ
ε
は
出
來
な

い
。』

是
に
由
て
観
れ
ば
.
タ
ム
ス
ソ
が
肚
會
の
経
済
組
織
の
移
動
性
を
認
め
、
且

つ
最
終
の
理
想
-

即
ち
彼
に
就
て

謂
は
ゴ
、
最
大
多
数
の
最
大
華
瓶
i

を
達
す
る
爲
め
に
は
、
幾
多
の
制
度
、
組
織
の
聖
遷
が
必
要
で
あ
ゲ
叉
可

能

で
あ

る

こ
嘘
を
信
じ

る
た
る

こ
ε
は
、
既

に
明
白
で

め
ら

っ
。
然

b
ば

タ

ム
ス

ン
は
、
自
由

競
争

主
義

の
次

に

来

る

べ
き
制

度
を

如
何

な
る
も

の
こ
考

へ
た

か
。

そ

ほ
取

も
直

さ
す

相
互
協
力
主
義

に
基
く
肚

會
組
織

で
あ

る
。
.

タ

ム
ス
ソ
は

ベ
ソ
タ

ム
主

義

よ
り
揖
獲
し

た
が

、
終

に
之
を
果

て

ン
オ
ウ

エ
ソ
主
義

に
走

っ
た
、

ご
普
通

に
謂

ば
れ

て
居

る
の
は
、
恰

も
這

般

の
事
情

を
折

構
す

る
も

の
で
あ
る
。

ン
ズ
リ
ー
・
ス
プ
ィ
ヴ

ン
は
、
其

の
著
『
英

図

功
利
主
義

者
」

に
於

て
.
タ

ム
ス
ン
ミ

ン
タ
・
ε
の
關
係

に
就

て
次

砂
如

一
論

じ

て
み
る
・

『
彼

(
タ

ム
ス
ン
を
指
す

1

澤
者
註

ぽ

、「
最
大
幸

幅

の
原
則
」
が
肚

曾
問
題

に
嘗

て
俄

る
も

の
ご
認

め
た
。
彼

は

ベ
ン
タ
.ム
の
根
擦

に
立

っ
て
季
等

ご

い
ふ
こ
ご
を

主
張

し
た
。

…
…
…

又

ベ
ソ
タ

ム
ご
共

に
、
彼

は
「
安

固
」

　

　

　

　

　

ロ

　

む

ご

い
ふ

こ
ε
の
重
要

な

る
こ

ε
を
承
認

し
た
、
・-
…

…
併

し

ベ
ン
タ

ム
ご
違

っ
て
、
彼

は
李

導
を
以

て
安

固
よ

マ

ヤ

リ
も

よ
り
重
大

で
あ

る
ε
看
做

し
た
。
彼

に
ε

つ
て
主
要

な
る
問

題
は
、
少
数
人

の
手

に
富

の
亘
大
な

る
蓄
積

鮒

を
な
す

こ
ε
よ
り
生
起
す

る
所

の
、
恐

ろ
し
き
弊
害

を
考

ふ

る
こ
ご
に
在

っ
た
。
・…

・・」

實

に

ス
.
.
フ
ィ

ヴ

y
の
盲

へ
る
如

く
、

タ

ム
ス
ソ
も

ペ

ン
タ

ム
も
、
共

に
牛

等
ε
安
固

ε
を
重

要
税
し
た
け

れ
ご

就

苑

井
-
玄

・
盗

ス
ン
の
分
配
論
三

晃

)

第
t

一雇

(第
四
號

一
三
九
)

五
(
九

26)LeslieStephen ,TheLr】glishUtilkぞuゴang,(1goo),Vol.11.p.261.
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'

二

'

「

説

苑

井
リ
ヤ

ム
・
タ

ム
ス
ン
の
分
配
論
(三
・
完
)

第
十

三
巻

(第
四
號

一
四

〇
)

五
九
Q

も

、

ベ

ソ

タ

ム

は

、

生

産

を

多

く

す

る

こ

ε

が

最

大

幸

輻

を

進

む

る

所

以

で

あ

る

`

考

へ
、

自

由

競

争

主

義

の

脛

も

も

・濟
組

織
を
是
認

し
た

の
で
、
牛

等

よ
り
も
寧

ろ
安

固
の

方
を

よ
り
緊

安
な

る
も

の
蓬
看
做

し
売

る
に
反

し
、
タ

ム

ス
ソ
は
、
既

に
第

一
章

に
於

て
余

の
説

明
せ
し
如

く
、
李

等
な

る
身
離

に
よ

る
功
利
主

義
の
實

現
を

以
て
終

始
彼

も

セ

れ
の
理
想
ε
な
し
た
る
が
故

に
、
安
固
蓬
卒
等
蓬
が
相

　
致
せ
ざ
る
場
合
に
は
、
寧

ろ
後
者
を
よ
力
重
要
覗
し
た

の
で
あ
る
。
是
に
於
て
安
固
と
い
ふ
こ
ε
を
條
件
円
し
て
の
み
成
立

つ
所

の
自
由
競
争
主
義

に
代
る

べ
き
制
度
で

ヤ

や

あ

っ
て
、
季

等
.を
實
現
す

る
に
よ
り
適
當
な

る
も

の
あ

ら
ば
、
制

度

の
移
動
性
を
認

む
る
彼

は
、
何
等

の
躊
躇
な
.

く
之
を
採

用
す

る
こ
ピ
が
田
來

π
の
で
み

る
。「
ニ
ウ
・
ラ
ナ
ァ

ク
の

ロ
バ
ア
ト
・
オ
ウ

エ
ン
」

が
創

始

せ
る
相
互
協

力

主
義

に
、
タ

ム
ス
ソ
は
其

の
紫
む

る
所

の
も

の
を
見

出

し
た
。
『
分
配
論
」
に
於

て
彼

は

、
未

だ
明
確
な

る
.オ
ゥ

ェ
ソ
主
義
者

ε
は
な

っ
て
み
な

い
け

れ
こ

も

」
其

の
論

調
よ
り
察

し
て
、
彼
が

オ
ウ

エ
ソ
主

義

に
賛
意
を
炭

し
み

た

る
こ
ご
は
、
疑

を
容
れ
ざ

る
所
で
あ

る
。
余

は

タ

ム

ス
ン
が
、
「
分
配
論
」
に
於

て
.オ
ウ

エ
ソ
の
相

互
協

力
主
義

を
如

何

に
観

た

る
か
を
、
次

に
研
究
す

る
で
あ
ら
う
。

第

二
節

相

互
協
力
主
義

の
特

徴

・

自
由
競
争

主
義

に
代

る

べ
き
制
度

ε
し
て
,
相

互
協

力
主

義
が
、
果

し
て
李
等

の
原

則
を

、
從

っ
て
最

大
幸

幅

の
原

則
を

、
實
現

し
得

る
や

否
や
を
観

る
前

に
、
余

は

、

オ
ウ

エ
ソ
の
相
互
協

力
主
義

の
特
色

で
あ

る
ご

タ

ム
ス

ソ
が
看
做

し
て
居

る
所

の
も

の
を
、
.簡
軍

に
摘
出
す
.る

で
あ
ら
う
。

　
、
オ
ウ
エ
ソ
主
義
に
よ
れ
ば
、
成
る
敷
の
個
人
-

各
事
情
に
よ
っ
て
其
の
敷
は
必
ら
す
し
も

】
定
七
な
い

が
、
先
づ
三
百
人
か
ら
二
千
人
若
く
は
そ
れ
以
上
の
人

々
「

が
鴇
任
意
に
相
結
ん
で
、
科
學
及
び
技
術
の
力
を
籍

.



っ
て
、
共
勢
に
よ
っ
て
、
彼
等
の
幸
幅
に
役
立

つ
所
外
審
の
最
大
量
を
生
産
し
.
而
し
て
そ
れ
を
共
同
に
使
用
し

且

つ
享
興
す
る
こ
ε
に
な
る
。
だ
か
ら
供
給
豊
需
要
ε
が
常

に
相
合
致
し
て
剰
餓
の
冨
ご
い
ふ
も
の
が
な

い
。

二
、
此
等
の
共
産
艦

は
、
其
の
構
成
員
の
健
全
に
し
て
愉
快
な
る
生
存
を
保
持
す
る
に
必
要
な
る
だ
け
の
土
地

十

例

へ
ば

「一
人
宛
に

一
工
-
ヵ
ー
か
ら

　
エ
ー
カ
1
雫

の
割
合
.の
土

地
一

を
耕
作

し
、
餓
分

の
勢
働
力

は
、
之

を
有
用
な
る
衣
服
、住
居
、
及
び
家
具
の
製
造
に
向
け
、
更
に
触
れ
る
勢
働
力
は
、
之
を
贅
澤
品
の
製
造
に
、
他

の
肚

會
に
劃
す

る
交
換
用
の
貨
物
の
製
造

に
、借
金
の
支
佛

に
必
要
な
.る
貨
物
の
製
造
に
、
叉
は
裸
視
金
の
支
佛

に
必
要

.な

る
貨
物

の
鑑

氾
に
・
用

ふ
る
こ
貢

す

る
の
で
あ

る
。
飴
分

の
勢
働
を

製
造

業
叉

は
農
業

に
向

け
る
場
合

に
は
、

,
其
の
種
類
分
量
等
は
、
土
壌
、自
然
的
産
物
、
市
場
、技
術
、資
本
等
の
諸
候
件
を
参
酌

し
て
決
ぜ
ら

・
べ
き
で
め
孔

三
、
各
人
及
び
各
家
族
が
生
活
上
の
飴
俗
を
生
じ
て
、
若
干
の
貯
蓄
を
な
す
に
至
る
な
ら
ば
、
彼
等
は
、
彼
等

の
住
居
の
建
築
及
び
必
要
な
る
原
料
や
機
械

の
購
買
の
矯
め
に
足
る
だ
け
の
金
讐

寄
附
し
、
そ
　
し
て
健
讐

モ

も

便
利
・を

圖
る
・ど

が
出
来
る
や
　
な
地
位
に
之
を
建
設
窟
る
。
彼
等
が
更
に
よ
り
富
ん
で
居

る
な
ら
ば
、
彼
等

は
土
地
の
購
入
の
爲
め
に
、
金
鏝
を
献
ぐ

る
で
あ
ら
う
。
.

四
、
若
し
彼
等
各
艮
が
左
程
富
ん
で
み
な
い
な
ら
ば
、
土
地
を
賃
借
し
、
荘
屋
及
び
他
の
建
物
叉
は
原
鼎
等
を

借
用
す
る
。
彼
等

の
勢
働
の
果
實
が
地
代
に
.封
ず
る
捲
保
ε
な
る
。

五
、
各
人
は
、
共
同
貯
戴
物
よ
り
し
て
表

服
食
物
を
給
興
せ
ら
れ
、
子
供
及
び
弱
年
者
は
、
其
の
性
汲
ぴ
年
齢

ピ
慮
じ
て
、
異
れ
る
共
同
寄
宿
舎
に
て
痕
起
す
る
。
濁
身
者
は
量

私
室
を
占
有
し
、
結
婚
着
果
は
二
名
の
男
叉

は

二
名

の
女
が

一
緒
に
生
活
せ

る
も

の
は
、
二

つ
の
部

屋
を
青
膚

し
、
而
し

て
総

て
の
人

は
、
喰

事

、
謹
書

、
講

誠

苑

井
リ
ヤ
ム
・〃
ム
ス
y
の
分
配
論
〔三
・究
)

第
+
三
巻

(第
四
號

一
四
こ

五
九
一

L



説
.
苑

.
丼
リ
ヤ
ム
・タ
ム
ス
ン
の
分
配
論
〔三
∴
兀
)

第
十
三
巻

(第
四
號

一
四
二
)

五
九
二

義

、
娯
樂

等

の
爲

め
に
、
於

け

の
部
屋
を
使

用
す

る

こ
ご
が
出

来
る
や
ヲ

に
な

っ
て
ゐ
乃
。
私

室

の
数

は
濁
其
の

共
産
鵬

の
資

金

の
豊
富
度
如
何

に
よ

っ
て
、
及

び
人

々
の
便
利
観
念

に
よ

っ
て
丙
増

加

き
れ
得

る
。

ト

あ

し

あ

も

エ

モ

六

.
此
等
協

力
勢
働
者

の
勢
働

力
を

よ
り

生
産
的

に
な

し
、
彼
等

を

よ
り
健
.康

に
且

つ
よ
り
愉
快

に
す

る
覚
め

7に
、
彼
等

を
農
業

ご
工
業

ε
に
交

代
的

に
使

用

さ
る

N
こ
ざ
に
す

る
。

さ
れ
ば
彼
等

の
中

に
、
総

て
の
技
術

に
よ

く
熟
練

し
て

み
て
、
総

て
の
人

々
に
順
次

に
知
識

ε
技

術

ご
を
敏

へ
る
こ
ε
が
出
來

る
人
の
居

る
こ
ε
を
必

要

こ

す

る
。
若

し
彼

等

の
仲
間

に
か

エ
る
人
が

み
な

い
な
ら

ば

、
他

の
團
髄

か
ら

之
を
傭
入

れ

る
こ

ε
に
す

る
。

醤
者

や
藥
剤

師
な
ご
も
有

用
な

る
人
々

で
あ

る
、

七
、
肚
會
の
勢
働
生
産
力
を
増
加
す

る
爲
め
に
、
婦
人
を
育
児
-一

但
し
二
歳
以
上
の
子
供
の
育
児
「

及
び

家
庭
料
理

の
煩
雑

よ
り
解
放

し

て
、
子
供

の
教
育

及
び
食

事
を
公
け

の
機
關

に
よ

っ
て
行

ふ
こ
ご
N
す

る
。

.

八
、
児

童

に
完

全
な
る
敏
育
一

知
情
意

の
圓

満
な

る
猶
達

を
圓

る
や
う

な
1
1

を
施
す

爲

め
に
、
該
共
産
艦

の
扱

け

の
費

用

に
よ

っ
て
一

〔貧

し

い
聴

は
他
よ
り

借
入

れ

て
)一

種

々
な

る

設
備

を

す

る
、
教
育

の
計
劃

は
、
共
産
髄

構
成
員

の
同
意

を
経

る
を
要
す

。

九

、
思
想
及

び
宗
激

の
自
由

を
始

め
こ
し

て
、
他

の
総

て
の
事
柄

に
騙
す

る
完
全

な
る
自
由

、

こ
れ

が
肚

曾
の

不
可
侵

な

る
法
則

で
あ
る
。

+
、
共
産
讐

政
治
は
、
最
も
適
寝

る
窪

に
よ
っ
て
選
塁
せ
ら
れ
た
る
委
員
に
よ
っ
て
な
さ
費

が
・
政

治
的
椹
能
は
成
年
の
男
女
が
総
て
之
を
も

つ
て
み
る
。
賞
罰
は
総
て
輿
論
の
蓋

だ

よ

っ
て
決
定
せ
ら

る
あ

み

で

あ

る
。

「

、

、

,



十

一
.、.
藝
術

及
び
科
學
は
}
瓶
會

の
幸
鵬

を
圖

る
上

に
最

も
必

要
で
あ

る
か
ら

、
團

殊
員

の
或

る
者

が
之
を
得

修

す

る

こ
ど
は
、
許

さ
る

べ
き
で
あ
る
。
彼

等

の
飴

分

の
腓
問

は

、
漱
育

、
講
義

等

に
よ

っ
て
彼

等

の
知
識
を
普

及

す

る
鋼
め

に
用

ひ
ら

る
Σ
の
で
あ
る
。

・

・

「

、
十
二

、
各
屓
問

の
誤

解
は
、
適
當
な

る
仲
裁

手
段

に

よ

っ
て
解

決
せ
ら

る

べ
く
、
後

に
蝸

根

を
硬

き
な

い
や
う

に
す

る
。
各
人
間

の
誤
解

・
.言

っ
て
も

、
個
人
的
寓

し
關

す

る
孚

は
総

て
除
去

さ
る
Σ
で

あ
ら

う

か
ら
噂
極

め

て

稀

な

る
も
の
で
あ
ら
う
。

十
三

、
.各
員

は

一
つ
の
共
産
膿
を
去

っ
て
他

の
適

當

な
る
そ
れ

に
移

る
の
完

全
な

る
自
由

を
持

っ
て
み
る
。

叉

研
究

の
爲
め
必
要

な

る
時
は
、
他

の
共
産
膿
.に
於

て
塒
を

過
す

こ

ご
は
自
由

で
あ

る
。

以
上

タ
ム
ス
ソ
が

オ
ウ
」エ
ソ
主
義

の
特
徴
な

り

ご
し

て
測
索

せ

る
所

を
観

る
時

に
、
五
口
々
は
、
そ
が

タ

ム
ス
ン
.

の
懐

け

る
理
想

を
蜜

現
す

る

に
極

の
て
有
利

な

る
條
件
を

備

へ
て
居

る
こ
ε
を
感

得
す

る
で
潮
ら
う
。
余

は
以

下

節

を
改

め
て
そ

の
こ

ε
に
言

及
す

る
こ
ε

』
す

る
。

第
三

節

平

等

ご
噛
安

固

噛

ラ「
」
オ
ゥ
.エ
ソ
の
相

互
協
力
主
義

の
特
色

で
あ

る
、

-し
.タ

ム
ス
ソ
が
槻

た

る
所

の
も

の
が
、
果
し
て
彼
れ

の
理
想
.

くに
合
致

せ
る
も

の
な
b

や
否
や

、
を
検

せ
ん
ε

せ
ば
、
吾

々
ば
.勢

ひ
、

タ

ム
ス
ソ
の
功
利
主
義
及

び
其

の
實
現

の

唯

　
の
手
段

た

る
分
配

の
卒
等

ご

い
ふ
ご

と
∫
、
相

互
協

力
主
義

`
の
關
係

を
、
研
究

し
な

く
て
は
な
ら

な

い
コ

'
オ
ウ

エ
.ソ
主

義

に
よ
れ
ば
▼
若

干

の
人
.々

が
任
意

に
相

結

ん
で
共
同

の
目
的

の
爲

め
に
働

ら
く

の
で
あ

る
。
〔前

ラ

節

の

}
参

照
)
℃
こ
の

こ
ε
は
最
も
直

さ
す

個
人
的

の
自
由

競
争

を
塵
す

る

こ
ε
で
あ

る
α
.從

っ
て
各
個
人
め

勢
働
.

(

.

歳幽苑.井リ+ム・タムスンの分配論(三・完)第十三魯(第四號一四三)五九三

.



、

説

苑

ず

ヤ

・
・
タ
・
う

の
分
配
論
(
三
・完
)

第
+
三
巻

(第
四
號
.
丙

四
)

五
缶

の
目
的

は
、
鳴

己

の
富
を
慰

加
す

る
こ
ご
に
な

く
て
、
共

同

の
富

を
多

く
す

る

こ
ξ
に
在

る
。
自
己

の
富

を
増

加

せ
ん
が
薦

め
に
各
個
人
一

種
々
な
る
黙

に
於
て
相
異

っ
て
居

る
所

の
一

が
競
争
的

に
勢
働
を
な
窟
嚇
合
に
、
.

.

所
謂
弱
肉
強
食

の
世
の
中
が
出
現
し
～
其

の
必
然
敗
の
結
果

ε
し
て
富
の
分
配
の
不
孝
等
及
び
幸
幅
を
享
受
す
る

程
度
め
懸
隔
が
生
起
す

る
の
で
め
る
。
然

る
に
肚
會
各
人
の
勢
働
の
目
的
を
共
同
の
幸
輻
の
増
進
こ
い
ふ
こ
ご
に

置
き
、
各
人
の
利
己
の
念
を
除
く
こ
芝
が
出
來
る
な
ら
ば
、
富
が
少
数
人

の
手
に
集
中

さ
れ
て
、
他
の
大
部
分
の

人
々
は
殆
ご
共
の
享
受

に
與
り
得
な

い
こ
い
ふ
が
和
ぎ
こ
ε
な
く
、
各
人
は
卒
等
に
富
及
び
幸
幅
を
享
く
る
こ
ご

が
出
來
る
で
あ
ら
う
。
而

か
も
肚
會
各
員

の
需
要
に
癒
す
る
だ
け
の
分
量

に
於
て
富
を
生
産
す
る
が
故
に
、
生
産

湯
剥
ご
い
ふ
が
如
き
こ
ξ
は
起
り
得
な
い
で
あ
ら
う
。

次
に
冨
の
生
産

こ
い
ふ
も
、
絵
力
の
存
す

る
限
り
生
活
必
需
品
の
生
産
よ
り
贅
澤
品
の
生
産
に
進

み
、
其
他
無

ラ

ラ

形
の
材
質
た
る
學
問
藝
術
の
研
鑚

に
も
及
ぶ
が
故

に
、
(前
節

の
二
及
び
十

「
参
照
)、
自
由
競
争
の
今
日
に
於
て
は

く

く

極

め
て
少
散
人
が
濁
古
し
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
所

の
有
形
無
形
の
富
が
、
総
て
の
人
々
に
行
き
亘
り
、
こ
》
に
最

大
多
数
の
最
大
幸
幅
が
實
現
さ
る
N
で
あ
ら
う
。

ラ

叉
共
産
艦
の
各
員
は
、
共
同
に
土
地
、
家
屋
、
原
料
、
機
械
等
を
所
有
叉
は
使
用
す

る
が
故

に
、
(前
節

の
三
及

び
四
参
照
)、
少
数
の
土
地
資
本
所
有
者
に
不
勢
所
得
を
支
彿

ふ
こ
ε
に
よ

っ
て
、
大
多
撒
の
貧
民
が
其
の
幸
幅
を

奪
は
る
N
嫌
な
こ
ε
が
絶
無
こ
な
る
か
ら
、
そ
れ
だ
け
肚
會

の
幸
輻
は
増
進
さ
る
」
で
あ
ら
う
。

叉
幼
年
者
は
、
公
け
の
費
用

に
よ
っ
て
衣
食
住
を
給
興
せ
ら

る
N
の
み
な
ら
す
、李
等

に
立
涙
な
激
育
を
授
睦
ら

る
、
が
敬

に
、
〔前
節

の
五
及
び
八
参
照
)
、
今
日
往
々
に
し
て
見
る
が
如
く
、
有
爲
の
才
能
を
懐
き
つ
鼠
之
を
嶺
育

(

て



＼

・

0

1

せ
し
む

る
こ
ε
が
出
來

な

燈
ε

い
ふ
が
如

き
不
幸
は
、

絶
対

に
起

り
得
な

い
o

ラ

叉
魅
會
各
員

は
、
漱
育

の
力

に
よ

っ
て
種

々
な

る
技

能
を
會

得
し
得

る
が
故

に
、
〔前
節

の
六
夢
照

一、
無

趣
味

な

(

へ
　

る
仕

事
に
已

む
な
く
従
事
す

る
ε
い
ふ
が
如
き

こ
ε
な

く
、

且

つ
任

意

に
仕
事

を
攣
換
す

る
こ
ぜ
に

よ

っ
て
、
軍

調

ε

い
函

不
快

よ
b
脱
出
す

る

こ
`
が
出
京

る
。

こ
れ
實

に
沓
人

の
/幸
福

を
増
進
す
幡

に
鉄
く

べ
か
ら

ぎ

る
事
柄

で
あ

る
。

今
日

の
分
業
勢
働
者

の
輩

調
不
快

な
る
勢
働

を
顧

れ
ば
、
悪
字
ば

に
過

ぐ
る
も

の
が
あ
ら
う
。

.

叉

婦
人

が
、
其

の
育
児

よ
り
及

び
其

の
壷

所

よ
b
解
放

さ
れ

て
、

生
産

事
業

に
從
ふ

こ
ご

Σ
な

れ
ば
、
(前
節

の

七
参

照

)、
生
産
力

の
増

加
、
從

っ
て
富
及

び
幸
福

の
増

加

は
、
著

b

き
も

の
が
あ
ら
う
。

(

ラ

文
京
漱
及

び
思
想

の
自
由

は
、

(前
節

の
九
参
照

　、
各
人

の
精
神

生
活

を
豊
富

な
ら
し
む

る
所

以
で
あ

っ
て
、

く

肚
會

の
辛

酸
を
進

む

る
上
に
於

て
極

め
て
有
力

な

る
方
法

で
め
る
。

最
後

に
共
産
職

の
政
治

が
デ

モ
ク
ラ
⑦
イ

ク
で
あ
る

か
ら

.
(前
節

の
十
参

照

)、
政

治

が
自
分
達

全
燈

の
矯

め

く

の
政

治

で
め

る
ε

い
ふ

こ
ε
よ
b
し

て
、
肚
會
合
鴨

の
幸

幅

の
矯

め

に
そ
が
行

は

る

べ
き
は
、
火
を
賭

る
よ
り
も

明

か
な

る
事
柄

で
あ
る

。

以
上

オ
ウ

エ
ソ
主
義

を
精

査

し
た

る
所

に
よ

っ
て
見

れ
ば

、
其

の
特
質

な
り

ξ
し
て

タ

ム
ス
ン
に
よ
っ

て
塞
げ

ら

れ
セ

る
も

の
は
、
悉

く
彼

れ

の
理
想

で
め

る
所

の
最
大
幸
幅

の
原

則

に
適
慮
し

、
而

し
て
其

の
達
成

の
手
段

ε

し
て
、
富

の
雫
等

な
る

分
配

ε
い
ふ
こ
{
を
骨
子

ε
な

し
て
居

る
こ

ε
が
、
明

か
で
あ
ら
か
。

タ

ム
ス

ン
が

オ
ウ

エ
ソ
に
就

て
、

ロ

む

む

む

ロ

む

　

む

む

『
相

互
協

力

ξ
分
配

の
卒

等

酋

い
ふ

こ
ε
Σ
が
彼
れ

の
道
具
で
あ

っ
た
。
如
何

な

る
吉
葉

で
彼

は
彼
れ

の
思
想

説

苑

井
リ
ヤ
ム
・タ
ム
ス
ン
の
分
配
論
(三
・完
)

第
十
三
倦

(第
四
號

一
四
五
)

五
九
五

1

.

.



幽

O

臨

苑

井

リ
ャ

ム
・
タ

ム
ス
ン
の
分
配
輪
(三
・
完
)

第
十
三
巻

(第
四
號

一
四
六
)

五
九
六

を

冒

表

は

し

て

居

ら

う

ε

も

、

こ

の

こ

`

は

、

深

き

思

索

ε

、

比

ひ

な

き

實

際

的

知

識

ε

の

稀

な

る

結

合

、

偉

大
な

る
組
合

せ
、

の
置
ハ實

に
し

て
賞
嘆
す

べ
き
目
的

で
あ
り

、
且

つ
其

の
結

果

で
あ

る
、
⊥

辛
幅

の
増
進

ε

い
ふ
こ
ε
に
思
を
凝
ら
し

て
み

る
総

て
の
人
々
の
注

目
を
惹

い
た
.の
は
、
正
に

こ
の
黙

で
あ
る
。」

ε
謂

へ
る
は
、
至
言
た

る
を
失

は
な

い
。

む

　

斯
く
て
分
配
の
孕
等

ε
い
ふ
こ
ε
は
、
相
互
協
力
主
義
の
　肛
會
に
於
て
、
始
め
て
其
實
現
の
端
を
見
出
す
こ
ε

　

　

、
な

っ
た
が
、
然
ら
ば
自
由
競
争
主
義
に
は
必
要
で
あ
る
所
の
分
配
の
安
固
ε
い
ふ
こ
亡
は
、
相
互
協
力
主
義
の

下
に
於
て
は
如
何
な
る
意
味
を
持

つ
に
至
る
で
あ
ら
う
か
。
叉
そ
は
李
等
の
原
則
ε
如
何
な
る
交
渉
を
有
つ
に
至

る
で
あ
ら
う

か
。
次
に
批
難
に
就
て
考
ふ
る
必
要
が
あ
る
。

ラニ

分
配
の
安
固

ぎ
は
、
前
に
も
述

ぶ
る
如
く
、
肚

會
各
人
を
し
て
其
の
勢
働
生
産
物

の
全
部
を
敗
得
せ
し
む

く
る
こ
蓬
、
即
ち
勢
働
全
敗
を
各
人
に
確
保
す

る
こ
蓬
を
謂

ふ
。

今
之
を
相
互
協
力
の
肚
曾

に
就
て
見
る
な
ら
ば
、
此
の
意
味
に
於
け
る
安
固
は
杢
C
顧
ら
れ
て
る
な
い
、
ぜ
謂

は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
何
故
な
れ
ば
、
相
互
協
力
の
肚
會
に
於
て
は
、
其
の
名
の
示
す
如
く
、
.各
員

が
共
同
消
費
の
目
的
の
た
め
に
共
熱
し
、
而
し
て
卒
等
に
生
産
物
を
享
受
す
る
も

の
な
る
が
故
に
、
第

一
に
、
智

力
及
び
鵤
力
を
異
に
す

る
各
員
が
、
夫
々
如
何
程

の
勢
働
量
を
提
供
し
な
る
や
に
就
で
計
量
す

る
こ
ご
が
困
難
或

は
不
可
能
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
第
二
に
、
各
員
は
其
の
労
働
量
の
如
何
に
拘
ら
す
李
等
な
る
分
配
を
受
く
の
で

あ
る
か
ら
。

抑
も
、
廣
く
分
業
の
行
は
れ
て
居
る
今

日
に
於
て
、
各
労
働
者
が
如
何
程
の
勢
働
を
提
供
し
て
如
何
程

の
生
産



物
を
創
造

し
た
る

か
、
を
定

む
る

こ
ご
は

、
殆
ご

不
可

能

で
あ

る
ε
言

は
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。
古

に
於

け

る
が

如
く

、再

秀
で
飛
道
具
を
推

へ
て
輩
凋

で
山

に
猟
を

な
す

ε

い
ふ

こ
ご
で
あ

る
な
ら
ば
濁
其

の
獲

物
は
悉

一
其

人

の

生
産

物
で
あ

る
け

れ
こ
も

、
今

日
に
於
け

る
が
如

く
、

他

人
の
資
本
財

を
使
漏
し

て
工
業
農
業

に
従

事
す

る
場
合

に
は
、

生
産

物

の
何
れ

の
部

分
、
如

何
な

る
分
量

が
、

各
勢
働
者

の
生
産

せ
し
も

の
で
め

る
か
、
を
定
む

る

こ
ご

は
出

家
な

い
。
勢
働
時
間

の
長
短

ε

い
ふ
が
如

き
輩
な

る
量
的

の
尺
度
.を
以

て
各

勢
働
者

の
生
産

せ
し
分
量
を
定

む
る

こ
蓬
は
、
實
際
上
無
意
味

で
あ

る
。

さ
れ
ば

此

の
黙

に
於

て
、
自
由

競
争
主
義

、
個
人
主
義

の
制

度
を
前

提

ε
す

る
も
、
勢
働

全
敗

ε
い
ふ
考
は
、
理

論
上
は
推
理

し
得
ら

れ
て
も
、
實
際

上

は
全
く
貴
行

し
難

き
事
柄

に
驕

す

る

こ
ε

、
な

る
。

ペ
ソ
タ

ム
、

タ

ム
ス
ン
等

が
、
自

由
競
争
主

義

に
よ

る
肚
會

制
度

の
下

に
於

て
、
分
配

の
安

固
即

ち
勢
働
企
牧
椹

を
主
張

し
た

の
は
、
理
論
上

は
兎

も
角

、
實
際

⊥
は
不
可
能

串
を
稠

へ
た

る
も

の
ε
評

せ
ざ

助

る
を
得
な

い
。

呪

ん
や
相
互
協
力
山土
義

に
よ
る
肚
會

に
於

て
は
、
勢

働

全
敗

の
思
想

は
、
全
然

無
意
味

の
も

の
で

あ
る
。
是

に

、於

て
問
題

ε
な

っ
て
來

る
の
は
、

タ

ム
ス
ソ
が
、

オ

ウ

エ
ソ
に
就

て
次
の
如
く
謂

へ
る
は
、
如

何
な

る
意
味

で
あ

る
か
、
嬉

い
ふ
こ
`
で
あ

る
。

曰
く
、

む

　

　

　

『
成

る
人
が
あ

っ
て
、
大
膳

に
も
、「
如
何

に
し
て
分

配

の
李
等

こ

い
ふ

こ
ぜ
を
完
全

な
乃
安
固

ε

い
ふ
こ

ε
ε

一
致

せ

し
む

べ
き
ゃ
」

ε

い
ふ
こ
の
大

問
題

を
、
合

理
的
原
則

に
基

い
て
解
決

滑
ん

嘘
企
て

、
且

つ
之
を
猶
表

ゆ

し

た

。

此

人

こ

そ

は

ス

コ
ト

ラ

ソ

ド

の

ニ

ウ

・
ラ

ナ

ァ

ク

の

オ

ウ

エ

ン
民

で

あ

る

。
」

タ

ム

ス

ン
は

、

オ

ウ

エ

ソ
が

相

互

協

力

主

義

に

よ

っ

て

否

導

ε

安

固

ε

を

完

全

に

調

和

し

た

ε

育

っ

て

る

る

。

耕

殖

井
亨
ヤ

ム
・
タ
ム
ス
ン
の
分
配
論

〔三
・完
)

第
十
三
巻

(第
四
號

一
四
七
)

五
九
七

27)此 事に聞す ろ見解は、河上藩士著 『融會問題研究』第二十二朋に掲げられたろ蘭

交 『労働牧釜全部に封ずる催利に就ての一考察』に詳 しく論ぜ られてある。
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、

設

花

井
リ
ヤ
ム
・
タ
ム
ス
ン
の
分
配
論
(三
・完
)

第
+
三
巻

(第
四
號
]
四
八
)

五
九
八

而

か
も
前
述

せ
る
如

く

こ
の
事

は
不
可
能

で
あ

る
。

さ
ら
ば

タ

ム
ス

ノ
の

こ
の
言

を
如

何

に
解
す

べ
き
か
。

余

は
、

タ

ム
ス
ソ
の
此

の
吉

葉
を

解
繹

す

る
爲

め
に
、
彼

れ
の
他

の
文
章
を
引

用
す

る
こ
ε
を
必
要

だ
す

る
。

彼
は
前

記

の
文
句

の
次

の
段
落

に
、

あ

も

あ

『
…
…
個
人
的
安
固
の
制
度
は
、
再
生
産
を
確
保
す

る
の
必
要
よ
り
し
て
、李
等
に
制
限
を
加
ふ
る
こ
ε
を
要
求

も

し

も

・
す

る
が
、
他
方
に
肚
會
的
安
固
の
制
度
は
、
卒
等
な

る
分
配
の
全
き
享
受
に
封
し
て
、
何
等

の
制
限
を
も
要
求

謝

し
や
う

ε
は
爲
な

い
。」

　

　

　

む

ざ
謂

っ
て
居

る
。
是

に
出

て
観

れ
ば
、

タ

ム
ス
ン
が
、

オ
ウ

エ
ソ
主

義
は
分
配

の
孚
等

ピ
安
固

ざ
を

一
致

せ
し
む

O

O

、

か

、

、

、

、

噛

、

、

、

る
も

の
で
あ

る
、

ε
盲

へ
る
場

合

の
安
固

ご
は
.
所
謂

個
人
的
安
固

の
謂

に
は
あ

ら
す

し
て
、
肚
會

的
埃
固

の
謂

で
あ
ら
ね
ば
な
ら

な

い
ε
い
ふ
こ
ざ
が
、
明
白

で
あ
ら

う
。
肚
會

的
安
固

、
其

の
意
味

は
、
各

團
艦

が
自
己

に
厨

す

る
各
員

の
勢
働

生
産

物
を
、
全
部

そ
の
團
鵬

の
所
有

ε
な
す

、
ε

い
ふ

こ
ざ
で

あ
る
。

而
し

て
此

の
意
味

に
於

て
ゴ
あ

る
な
ら
ば

、
相

互
協
力
主
義

の
肚

曾
は
、
分
配

の
卒
等

ε

い
ふ
こ
ε

」
、
安
固

ご
い
ふ

こ
ε

、
を

　
慮
調

和
せ
し

め
π
る
も

の
ε
吉

ふ
こ

ε
が
出
來
や
う
。

何
故

な
れ
ば
、
各

員
に
李

等
に
分
配

さ
る

き
所

の
富

は
、
肚

曾

各
員

の
実

勢

の
結

果

で
め
b
且

つ
其

の
全

部
で
め

る
か
ら

で
る

る
。

併

し
乍

ら
、
安

固
の
意
義

を

か
く
解
す

る

こ
ε
ば
、
膏

に
安

固

の
原
則
の
本

來

の
意
味

を
全
く
無

債
値

の
も

の

た
ら

し
む

る
の
み
な
ら
ず

、
分
配

の
李
等

ε

い
ふ

こ
ε

に
相
対
す

る
意
味

を
有
す

る
も

の
ε
し

て
の
安
固

な

る
概

念

の
成

立
を
不
可
能
な

ら
し
め
、
延

い
て
は
此
等
両
者

の
調
和

ご

い
ふ
が
如

き
こ

ご
を
全
一
無
意
味

の
も

の
ε
な

む

　

む

す

で
あ
ら
う
。
蓋

し
、
安
固
ε

い
ふ
原
則

が
認

め
ら

る

＼
に
至

り
し
ば
、
各

個
人

に
其

の
勢
働

の
結

果
を
全
部
牧

「29) Ib三d.P.385.



O

,
得
せ

し
む

る
こ
ε
を
目
的

ご
し

且

つ
此

事

に
劃
す

る
論

操

を
輿

へ
ん
が
爲
で

あ

っ
陀

の
に
、
肚

會
的

安
固

ξ

い
ふ

こ
ε
に
な

れ
ば
.
全
禮

が
全
膿
を
支

配
す

る
椹
利
を
も

っ
て
居

る
ε

い
ふ
、
極

め
て
孕
凡
な

る
事
柄

を
指

稽
す

る

　

　

　

の

　

む

む

む

む

　

も

の
ざ
な

る
が
故

で
あ
り
、
叉
個
人
的
卒
等

ε
い
ふ
こ

ご

＼
肚

會
的

安
固

ε

い
ふ

こ
ε
ε
は
、
特

に
調
和

さ
る

べ

き
贋

値
を
有

せ
ざ

る
二

つ
の
別
種

の
事
柄

で
み
る
が
故

で
あ

る
。

是

に
由

て
観

れ
ば
、

オ
ウ

エ
ソ
の
相

互
協
力
主

義

に
基
く
肚
會

は
、
ー

タ

ム
ス
ソ
が
孕
等

ε
安
固

ε
の
発
企

な

る
調
和
を
得

た

る
肚

會
で
あ

る
ε
育
ひ

し

に
も
拘
ら

す

…

安
固

(
タ
ム
ス

ン
の
所
謂

個
人
的

安
固

)
篤

い
ふ

ヘ

ミ

こ
ε

》
は

全
く
相

容
れ
ざ

る
も

の
で
あ

っ
て
、
從

っ
て
李
等

の
原
.則

の
み
を
實
現
す

る
所

の
肚
會

で
あ

る
、

ε

い

ふ

こ
ε
が
明
か
ε
な

つ
だ

で
あ
ら
う
。
斯

く

て
孕

導

ε
安
固

ε
は
、
.矢
張

り
而

立

し
難

い
も
の
で
あ

る
。

第
四
節

相

互
協

力
主
義

の
長

所
及
.び
鉄
黙

ラ一

相

互
協

力

に
塞

ぐ
脛
濟
組
織

が
、
季
等

ε
い
ふ
原

則
を
實

現
す

る
に
最
も
適
當
な

る

こ
ε
は
、
上
来
述

べ

た
る
所

よ
b
し

て
明

か
で
あ
る
が
、

タ

ム
ス
ソ
が
相

互
協
力
主
義

の
他
の
長
所
な
り

ε
し
て
列
翠

七

左
る
も

の
を

翠
ぐ

れ
ば
、
次

の
如
く

で
あ
る
。

モ

ヵ

し

ヘ

エ

へ

第

一
は
、
不
生
産
的
消
肇
に
よ
る
浪
費
が
省
か
れ
得
る
こ
ε
で
あ
る
。
相
互
協
力
主
義

に
よ
れ
ば
、
総
て
の
人

が
生
産
的
勢
働
者

で
み
つ
て
、
怠
惰
な
る
資
本
家
や
地
主
の
如
き
も
の
が
み
な

い
。
故

に
不
生
産
的
勢
働
ε
い
ふ

鋤

も
の
が
有

b
得
な

い
。

第

二
は
,
生
産
的
労
働

を
無
智

の
爲

め
に
浪
費

せ
し

む

る
が
如

き
こ

ε
は
な

い
ε
い
ふ
こ
ε
で
あ

る
。
自
由
競

争

は
各

個
人

の
智
利
主

義
を
是

認
す

る
,
從

て
利

の
在

る
所

に
は
、
総

て
の
人

が
何
等

の
計
劃

も
な

く
盲
信
的

に

誠

茄
一

井
リ
ヤ
ム
・
タ
ム
ス
ン
の
分
配
論
〔三
・完
)
.

第
十
三
巻

(第
四
號

一四
九
)

五
九
九

30) Cf.孟bid.PP.393,394-397・



二、.

説

苑

井
リ
ヤ
ム
・
タ
ム
ス
ソ
の
分
配
論
(三
・完
)

第
十
三
巻

(第
四
號

一
五
〇
)

六
〇
Q

生
産

力
を
集
中
す

る
。

生
産
過
剰

ε

い
ふ
が
如
き
生
産

的
勢
働

の
浪
費
ば

、
か
Σ
る
事
情

よ
り
獲
生
す

る
の
で
め

る
。

然

る
に
相
互
協
力
主
義

に
よ
れ
ば
、
生
産
的

勢
働

の
指
導

が
極

め
て
計
劃
的

に
且

つ
賢

明
に
行

は

る
玉
が
故

鋤

に
、

以
上

の
や
う
な
浪
費

は
有

り
得

な

い
。
.

第

三

は
、
商

人

の
利
潤

ε
い
ぶ
が
如

き
無
駄

な
要
用

が
入
ら
な

い
こ
ε
で

あ
る
。
何
故

な

れ
ば
、
協
力
者

は
総

て
共

同
資
本

家
で
あ
り
共

同
所

有
主
で
あ

り
、
而

し
て

生
産

ビ
消
費

ε
は
総

て
の
人
に
よ

っ
て
年
等

に
分
割

さ
れ

謝

る
か
ら
。

第
四

は
、
貧

乏
、
無

智
、
放
任

ε

い
ふ
が
如

き

こ
蓬

よ
り
健
康
を
害

し
生
命
を
失

ふ
ご

い
ふ

こ
ε
が
無

く
な
る

こ
ビ
で
あ

る
。
資
本
家

に
謝
す

る
利
潤

、
地
代

ε

い
ふ

が
如
き
も

の
が
磨

せ
ら

る
Σ
こ
ご

》
な
れ
ば
、
自
然
各
員

に
封

ず

る
報
酬

が
多

く
な

っ
て
、
貧

乏
を
発

れ
洛

の
み

な
ら
す

、
激
育

の
進

歩
、
讐
術
設

備

の
完

全

は
、
多

く

の

鋤

生
命

ε
疾
病

ε
を
救
済

す

る
で
あ
ら
う
。

第

五
は

、
悪
徳

及
び
犯
罪
に

よ
り
幸

福
が
減

少
せ
し

め
ら

る

＼
の
を
防

ぐ

で
あ
ら
う

こ
い
ふ

こ
ε
で
あ

る
。
値

入

ε
個
人

ε
が
、
富

の
獲
得

の
短

め
に
相
孚

ふ
所

に
鴇

今
日

の
殆

ご
紹

て
の
犯
罪

`
悪
徳

ε
が
潜

ん
で
居

る
b

さ

れ
播

人
的
畠

蓼

を
勢

芸

・
此
蓄

も
の
＼
大
部
分
が
消
滅
す

べ
き
は
・
明
白
で
あ
ら
福

而

し
て
最
後

に
第

六

は
、
供
給

ご
需
要

ξ
が
相

一
.致

ず

る
が
故

に
、
人

口
の
問
題

ε

か
、
道
徳

の
問
題

こ

か
、

立
法

の
問
題

ε
か
、
種

々
な

る
錯
雑

せ
る
も
の
が
、
極

め
て
簡

軍
に
且

つ
正
確

に
解
決

さ
る
.、
こ
ε
で
あ

る
。
今

日
の
人

口
問
題
は
、
圭

こ
し
て
食
物

`
人

口
ε
の
増
加

奉

の
差

ε

い
ふ
こ
ε
よ
り
殺
生
す

る
の
で
あ

み
が
、
少
散

人

の
手

に
多

量
に
貯
藏

さ
れ
て
あ

る
所

の
食
物

を
解
放

し
、
而

し
て
総
て

の
人
が
共

同
溝
費

の
薦

め
に
生
産

に
從

.

事
す

る
こ
ご
に
な

れ
ば
、
供

給

は
常

に
需

要

に
鷹
じ
て
増
減

さ
る

、
こ
ε

㌧
な

っ
て
、
供
給

不
足

ε

い
ふ
が
如
き

31)

弓2)

詠3)

34)
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悪
結
果
を

生
む

こ
芭
な

く
、

從
て
人

口
制
度

ε

い
ふ
が

如
き
聲
を
聞

く

こ
ご
は
無
く
な

る
で
あ
ら
う
。『
慰

樂
が
増

加
す

れ
ば
、
無
思
慮
な

る
出

産
が
必

然
的

に
起

っ
て
來

る
で
あ
ら

う
、』
ε

い
ふ
が
如

き
論

者

の
前

提

は
、
歴
史
上

の
事
實

に
徴

す

る
も

.
叉

人
間

性

に
就

て
考
察
す

る
も

、
全
然
誤

れ
る
も

の
な

る
こ
ε
が
明

か
で
あ

る

(
そ
の
謹

明
の
爲

め
に
タ

ム
ス
ソ
に
よ

っ
て
掲

げ
ら

れ
た
み
語

例

は
、
之
を
省
署
す

る
。
)從

っ
て
相
互
協
力
主
義

に
よ

っ
て

増

加

さ
る
」
で
あ
ら

う
所

の
慰
樂
も

、
決

し
て
人

口
問

題

を
惹
起
す

や
う
な

こ
`
は
な

い
。
從

て
之

に
附

随

し
て

起

っ
て
來
る
道
徳
上
・
立
塗

の
問
題
の
解
決
も
極
め
て
肇

で
あ

る
・鋤

ラニ

以
上
は
相
互
協
力
主
義
の
長
所
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
も
重
大
な
る
峡
黙
の
附
随
せ
る
こ
蓬
を
忘
れ
て
は
嫁

ぐ
ら
な
い
。

そ
の
最
も
重
要
な
る
も
の
で
あ
る
`
し
て
ク
ム
ス
ソ
が
擧
げ
た
る
も
の
は
、
丁
度
自
由
競
争
主
義

の
長

所
に
相
賞
す

る
も
の
で
め

つ
て
、
即
ち
個
人
的
安
固
ご
い
ふ
も
の
が
無
く
な
れ
ば

各
員
の
生
産
力
が
減
逞
し
從

て
肚
會
の
冨
が
減
少
す
る
で
め
ら
う
、
ご
い
ふ
ご
ε
で
め
る
。
比
熱
は
蓋

し
最
も
考
慮
を
要
す

る
事
柄
で
あ
る
。

何
故
な
れ
ば
、
各
員
の
生
活
が
保
護
さ
る
N
こ
ε
に
居
れ
ば
、
各
員
は
自
己
の
生
活
に
直
接
の
利
害
關
係
を
威
ぜ
.

ざ
る
が
爲
め
に
、
自
ら
其
の
勤
勉

の
度
を
緩
め
る
に
至
る
で
あ
ら
う

か
ら
。
而
か
ゼ
各
共
産
躰
は
法
律
な
ご
に
よ

る
外
部
的
強
制
手
段
を
認
め
ざ
る
が
故

に
、
各
員

の
男
方
の
減
退
は
、
.之
を
各
員

の
内

部
的
自
畳
に
よ
っ
て
防
ぐ

鋤

の
外
な

き

こ
ε
エ
な

る
Q

衣

に
、
若

し
彼
等
團
躰

の
政
治
的

権
力

を
委

ね
ら

れ

π

る
も

の
が
、
そ

の
纏
力
を

利
用
し
て
公
的

掠
奪

を
行

ふ

こ
ξ

㌧
な
る
な
ら
ば
、
輿
論

の
制
裁
以
外
、の
制
裁

を
有

π
ざ

る
所

の
公
衆

は

、
少
撒

の
権

力
者

に
よ

っ
て
其

の
勢

働

生
産

物
を
苦
も
な
く
奪

は
れ

て
仕
舞

り
で
あ
ら

う
。

斯
く
て

は
肚
會
的

秩
序

が
全

く
維
持

せ
ら

れ
ざ

る
こ
ピ

N

誠

苑

井
リ
ヤ
ム
。
タ
ム
ス
ン
の
分
配
論
(一一7
完
)

第
十
三
巻

(第
四
號

一五
】
)

六
〇
一
.

35)Cf.ibid .PP.393,42圧 一432三

56)Cf.ibid .PP.432-435.



邑

説

苑

井
リ
ヤ
ム
・タ
ム
ス
ン
のて分
配
論
(一二
・出町V

第
十
三
巻

(餓
川西
號

一五
一、)

山ハ
Q
二
.
.

な
り
、
延

い
て
は
各
員

の
生
産
力

の
減
退

芭
い
ふ
こ
ご

に
及

ぶ
で
あ
ら
う
。
之
が
救
済
手
段

ε
し

て
は
、
各
員

に

肚

會
的
不
秩
序

の
害

の
如

何

に
恐

る

べ
き
も
の
な

る
か
を
知
ら

し

め
、
以

て
相

互
協
力
主
義

の
本

來

の
意

義
及

び

働

目
的
を
常

に
明
確
に
意
識
せ
し
む
る
の
外
は
な

い
。

ラ三

相
互
協
力
主
義

に
は
以
上
述
ぶ
る
が
如
き
長
所
`
鉄
黙
ε
が

あ

る
。
併

し
人
類
の
幸
幅
を
進
む

る

土
に
於

て
、
其
の
長
所
は
其
の
鉄
黙

に
比
し
て
遙

か
に
優
勢
で
あ
る
。
是
に
於
て
、
唯

一
つ
の
問
題
ξ
し
て
最
後
に
タ
ム
.

ロ

の

つ

　

　

む

む

く

む

ス
ン
の
考

慮
を
促

し
π

る
も

の
は
、
相
互
協
力
主
義

の

實
行

が
可
能

で
あ

る
か
、

窪

い
ふ
こ
ε
で
あ

っ
た
。

多

一

の
脛

濟
學
者

、
立
法
者

、
叉

は
倫

理
聾
者

は
、

オ
ウ

エ
ン
主
義
を

詳

か
に
検
討

し
之
を
十
分

に
了
解

し
ゃ

う

ε
も
爲
な

い
で
、
之
を
た

ゴ
空
想
的

の
も

の
で
あ

る

こ
し
て
排
斥
す

る
傾
が
あ

る
.。

タ

ム
ス
ン
は

斯

か
る
人

も

も

々
を
評

し
て
、
『
自

分
が
、
(
オ
ウ

エ
ソ
に
よ

っ
て
)
提

起

さ
れ

π
る
目
的

を
達

成
す

る
の
手
段
を
知
ら

な

い
か
ら
、

・
細

そ
れ
故

に
そ
は
達
成

し
得
ら
れ
ざ

る
も

の
で
あ
る
」

か

の
如
く
誤
想
す

る
者
で
あ

る
、

ε
嘲

っ
た
。

し

も

此
等

の
反
封

論
者

の
多
く

は
、
人
間

の
勢
働

を

し
て

よ
b
生
産
的

な
ら

し
む

る
も

の
ば
利

己

16

の
外

に
な

い
ざ.

.の

.傳

統
的
な

る
考

よ
り

し
て
、

こ
の
利
己
心

の
自
由

な

る
活

動
を
否
認
す

る
所

の
相
互
協
力
主
義

に
反
射

し
て
居

る
や
う

で
あ

る
Q

之
に
反
し

タ

ム
ス
ソ
は
、
か

Σ
る
傳

統
的

な

る
考

よ
b
脱
出
す

る
こ
ε
に
よ

っ
て
、
藪

に
相

互

協
力

主
義

の
上

に
立

つ
肚
會

制
度
の
實
現

の
可
能
性

を
信
ず

る
に
至

っ
た
。

如
何
に
も
、
人
類
の
理
性
及
び
知
識
が
鞍
達
し
な

い
間
は
、
利
己
心
ε
い
ふ
こ
ε
!

タ
ム
ス
ン
は
之
を
不
自

然
的

(人
工
的
)
動
機

ε
呼
ん
だ
一

が
生
産
力

の
振
張
を
圖
る
唯

]
の
手
段
で
あ
る
で
あ
ら
う
。
併
し
乍
ら
、

理
性
や
知
識

の
獲
達

ε
共
に
、
人
類

は
必
ら
キ

し
も
利

己
心

ε

い
ふ
動
機

に
よ
ら
な
く

ε
も

、
タ

ム
ス
ン
の
所

謂

37)C五ibid.PP.

35)Ibid・P・443・

435『442.



自
然
的
動
機
-

人
間
の
精
神
的
自
然
法
則
の
必
然
的
結
果

【例

へ
ば
或
る
人
が
虚
言
を
吐
き
花
る
場
合

に
、
彼

は
將

來

に
於

て
他

人
の
信
用

を
失

ふ
、

ε

い
ふ
結
果

を

蒙

る
が
如

し
)
を
考
慮

す

る
こ
ε
が
、
吾

々
の
行

爲
を
支

配
す

る
場

合
を

い
ふ

に
よ

っ
て
、.
自

己

の
感
官

の
満
足

の
み
な
ら

ず
、
同
胞

の
幸

幅
を
も
圖

る
、

ε

い
ふ
純

利
他

的
且

つ
肚
會
的
な

る
相

互
主
義

の
行

爲

に
出
つ

る
も

の
で
あ

る
.

.

タ

ム
ス
ン
は
、
宥
の
如

く
考

ふ
る

こ
ε
に
よ

っ
て
、
相
互
協

力
主

義

を
否
認
す

る
者

の
議

論

に
駁
撃
を

加

へ
た

の
で
あ

る
。
蓋

し
、
彼

が
斯
く

の
如

く
人
類

の
理
性

及

び
知
識

の
或

る
程

度
の
獲
展
性

を
認

め
た

の
は
、
彼

が
人

間

を
全
く
機
械
的

に
観

察
し

て
み
な

い
謹
糠

で
あ

っ
て
、
比
熱

に
於

て
彼

は

マ
ル
サ

ス
ε
趣

を
異

に
し
て
居

る
鐸

で
あ

る
。
斯

く

て
タ

ム
ス
ソ
に
嫉
れ

ば
、
相

互
協
力

主
義

は
、
各
人

の
理
性

ε
知
識

ε
の
獲
達
を
前
提

こ
し

て
、

そ

の
實
現

の
可
能
性

を
有
す

る
も

の
で
あ
る
。

彼
[[
く

、

「
理
性

こ
そ
は
・
斯
か
る
攣
藩

儒
し
遂
ぐ
る
に
最
養

蜂

あ
る
所
の
・
唯

一
の
葉

で
あ
艶

余

が

本

論

交

の

最

初

に

、

タ

ム

ス

ソ

は

ゴ

ド

ヰ

ソ

の

思

想

を

も

取

入

れ

て
.居

る

、
.
ε

云

ひ

し

は

、

這

箇

の

消

息

を

傳

ふ

る

も

の

で

あ

る

。

(
註
)

(註
)

タ
ム
ス
ン
に
、
『
分
配
論
』
の
開
巻
膵
刃
頭
(緒
碁
巳
に
於
一て
、
経
済
脇
丁及
び
且
八仙

の
計
牌會
的
學
閤
…々

研
究
「す
る
學
者

に
、
二
線
一の
類
柵型
が
あ
.ろ
こ

ミ
な
述
べ
、

「
な
理
想
【的
田
脚
索
家

、
他
々
機
械
的
理
弘副
家
ミ
師呼
ん
で
ゐ
ゐ
Q

理
智
的
思
索
家
ε
に
、

一
言
毎
以
て
覆

へ
ば
、
自
分
自
身
の
砒
會
的
境
温
が
順
で
あ

ろ
爲
め

に
、
彼
れ

の
人
間

ピ
し
て
の
動
物
的
原
始
的
欲
望
の

充
足

に
意
々
用

ふ
み
の
必
要
が
な
く
、
其

の
結
果
こ
し
て
人
間

の
下
等
な

ろ
諸
性
情
に
、
之
々
理
性
の
ヵ
で

以
て
家
易

に
制
御
し

得
る
も
の
言

考

も

も

へ
、

猛
て

人
間

ざ

い
ふ
も

の
に

、『
從

備
的

な

る
物
質

力

よ
り

殆

.ε
濁

立

し
て

・
彼

れ

の
意
思

力

の
み

に
よ

っ
て

、

(未

練

の
)
幸
福

な
獲

得

す

み

こ
ご

鋤

が
出

來

う
も

の
で
あ

る

、』
ぞ」
主
張

す

る
人
な

謂

ふ
の
で

あ

る
。

タ

ム
ス

ン
は

、
=
の
類

型

に
踊

す

ろ
學
者

と
し

て

、
彼

の
有

名
な

ろ
『
政
治

的

正
義

』

説

撤
苑

井

リ
ヤ

ム
・
タ

ム
ス

ン
の

分

配
論

(
三
・
完
)

第

十

三
巻

(
第
四

號

一
五

三
)

六

〇

三

19)Ibid.p.579・

40)Distribution,PreliminaryObservations,p.III.

、



r円

皿跳

茄
四

井
リ
ヤ

ム
・
タ

ム
ス
ン
の
分
配
胎畑
(】二
・出兀
)

苗
印十
一二
巻

(
笛
〃四
號

一
五
四
H)

山ハ
O
幽
門

の
著
者

ゴ
ド
弗
ン
な
擧
げ
て
み
ろ
o

機
械
的
理
論
家
ε
は
、
.前
の
者

ピ
に
正
反
封
に
、
人
間

の
行
爲
な
支
配
し
て
最
大
の
幸
鴎
な
迫
に
し
む
る
原
動
力

ε
な

る
も
の
は
、
決
し
て
理
智

ご
か
同
情

こ
か
い
ふ
も
の
で
に
な
く
て

「
最
大
の
寛
々
手
に
入
れ
や
う
こ

い
ふ
、
殆
.ε
本
能
ピ
も
孵
す
べ
音
欲
望

そ
の
物
で
あ
る
、
從
て
人
ぱ
こ
の

目
的
の
爲
め
に
、
鋤
鍬
の
如
く
叉
牛
馬

の
如
く
、
只
管
機
械
的

に
活
動
心
な
し
て
居

ろ
も
の
で
あ

ろ
、
ε
説
く
人

々
々
謂
ふ
。
タ
孤
ス
ン
に
、
こ
の

類
型

に
間
す

ろ
畢
者
ピ
し
て
、『
一
政
治
巡
演

學
滋

の
教
科
書
畠

ご
云
に
れ
て
居

ろ
所

の

『
人
口
の
原
理
』

の
著
者

れ
ろ
マ
ル
サ
ス
々
擧
げ
て
ゐ

み
の

タ
ム
ス
ン
が
、
此
の
如
く
學
者
の
二
類
型
々
分
ち
、
而
し
て
ゴ
ド
井

ン
ピ

マ
ル
サ

ス
ミ
葎
相
封
立

冠
し
め
て
居
る
の
に
・
極
め
て
興
味
あ
ろ
事
柄

で
な
妊
れ
ば
な
ら
な

い
。

ゴ
ド
井

ン
ー1
所
謂
空
想
的
甦
會
主
義
者
で
あ
っ
て
、
人
間
の
意
思

の
無
限

の
獲
展
力
心
認
め
、
意
思
に
終
に
何
等
の
物
的

力

な
要
ゼ
ず
し
て
人
間
の
幸
漏
畑
左
右
す

る
こ
ミ
が
出
来
る
一

例

へ
ば
何
等
の
物
質
の
力
々
藷
ら
ず
し
て
・
人
は
自
分
の
健
康
な
意
思

の
儘

に
な

す
こ
亡
が
出
來
る

も

の
こ
考

へ
た
。
之

に
反
し
て

マ
ル
サ
ス
ー1
、
所
謂
個
人
主
義
縄
濟
畢

の
有
力
な

ろ
建

設
菅
の

一
人
で
あ

っ
て
、
人
類

の
幸

福
11
・
殆
.巳
其

の
意
思
に
に
關
備
な
く
、
た
父
自
然
の
カ
ー

人
聞
の
播
殖
力
、食
物
の
増
加
力

ご
い
ふ
が
加
音
一

に
よ
っ
て
張
制
的

に
左
右
さ
る

」
も
の
ご
考

へ
た
。

マ
ル
サ
ス
が
其

の
『
入
口
の
原
理
』
に
捨
て
1

少
く
ご
も
其

の
第

】
版

に
於
て
ー

ゴ
ド
井

y
に
翼
正
価
よ
り
反
射
し
、
以
て

世
論
奄
沸
騰

ぜ
し
め
た
る
こ
ご
ば
、
タ
ム
ス
ン
の
親

し
く
目
撃
し
た
ろ
所
で
あ
ら
う
が
、
此
等
両
學
者
な
夫

定
其

の
代
表
者
ご
な
す
所
の
両
派
-

即
ち
理
智
的
思
索
家
ξ
機
械

的
理
倫
論
ざ
一

々
分
ち
、
以
て
諸

々
の
肚
會
學
者
経
済
導
者
の
系
統

為
根

本
的
に
明
か
な
ら
し
め
た
う
に
・
タ
ム
ス

ン
の
卓
見
で
あ
る
。

、

、

併
し
乍
ら

タ
ム
ス

ン
自
身
11
(
此
等
両
派

の
何
れ

に
も
属
し

な
い
で
馬
寧

ろ
両
者
存
共
に
採
用
し
て
居

ろ
(『
分
配
論
』
緒
言
六
頁
乃
至
八
頁
参
照
)
。

彼

が
、
人
間

の
理
性
の
登
展
及
び
共
の
威
力

怨
認
め
た
ろ
こ
ご
は
本
文

に
於

て
述
べ
た

う
が
如
く
で
あ
る
が
、
而
か
も
他
面
に
、
富
の
分
配
の
平
等

ピ

い
ふ
が
如
壱
こ
㌔ε
た
主
張
し
て
、
人
間
の
原
始
的
欲
望

の
充
足

に
意
寿
用

ひ
た
る
ば
、
彼
が
、
人
間
性
の
理
智
的
方
面
ぐ」
共
に
其
の
機
械
的
方
面

な
も
併
ぜ
観
察
し
た

ろ
離
錬
で
あ

る
o

結

論

咀



2

'
.

前
三
章
に
於
て
、
余
は
タ
ム
ス
ソ
の
分
配
論
上
の
根
本
思
想
ざ
、
こ
の
思
想
の
上
に
立

っ
て
親
π
る
自
由
競
争

ラ

主
義
及
び
相
互
協
力
主
義
の
検
討

ε
を
、
紹
介
し
了

へ
陀
。
之
を
要
す
る
に
、

一
彼
れ
の
理
想
は
、
最
大
多
数
の

(

り

ヤ

リ

あ

最
大
幸
福
即

ち
功
利
主
義

の
實

現

i
I

こ
の
理
想

は

ベ

ソ
タ

ム
主
義

よ
り
彼

が
得

來

つ
た
も

の
で
あ

る
一

ε

い

ふ
こ
ε
に
在

っ
た

の
で
あ

る
が
、
一、五
八
の
實
現

の
方
法

ε
し
て
富

の
分
配

、
而

か
も
其

の
卒
等

な

る
分
配

、

ε
い

(

、
.、

、

、
、
、

、
、
、
、
.
.

ふ
こ
ε
を

高
調
し
た

る
が
短

め

に
、
在

來

の
ア
ダ

ム
・
ス
ミ

ス
、
ベ
ソ
タ

ム
流

の
経

済
思
想

ε
分
離

せ
ざ
る
を
得

ざ

う

る
に
至

っ
花
。

而
し

て
三
自
由
競
争
主
義

に
基
く
現
代

の
経
済

組
織

の
検
討

に
當

っ
て
は
、

タ

ム
7

ン
は
、
此

の

じ

組
織

ε
密
接
不
可
離
の
關
係
に
在

る
所
の
、
分
配
の
安
固
一

即
ち
勢
働
全
敗
一

ε
い
ふ
肚
會
的
倫
理
を
是
認

ヘ

カ

も

も

り

し
た
一

真

の
根
本

ε
な

つ
π
所

の
思
想

が
、

ワ

ヵ
ア

ド
流
の
勢
働

償
値

論

に
其

の
源

を
獲

し
て
居

る
こ
ε
は
、
`

既

に
明

か
で
あ

る
一

が
矯

め
、
牢

等
な

る
安
固

ε
い

ふ
不
徹
底
な

る
李

薯

に
甘

ん
ぜ
な

け
れ
ば
な
ら
な

く
な

つ

　

や
も
り
も

た
。
四
仍

て
終

に
オ
ウ
エ
ソ
主
義

に
彼
れ
の
理
想
實
現
の
可
能
性
を
見
出
し
て
、
相
互
協
力
の
上
に
立

つ
肚
會
組

く

織
の
槍
討
に
移

つ
π
。
唯
だ
其

の
貴
行
が
果
し
て
可
能

で
あ
る
か
ご
う
か
に
就
て
は
、
未
だ
明
確
な
る
判
断
を
下

る

ヘ

へ

も

コ

し
て
は
み
な

い
け
れ
こ
も

、
彼

が
.ゴ
ド

ヰ
ソ
ご
共

に
理

性

の
獲

展
性
を
認

む

る
こ

ご
に
よ

っ
て
、
自

由
主

義

よ
り

相
互
協
力
主
義

へ
の
攣

革

が
、
必
ず

し
も

不
可
能

に
あ

ら

ざ
る

こ
ε
を
暗
示

し
て

み
る
こ
蓬
は
、
疑

を
容
れ

な

い

所

で
あ

る
。

斯

く
の
如

(

に
し
て
、

タ

ム
ス
ン
の
思
想

の
中

に
は

、

ペ
ン
タ

ム
、

ス
「ミ

ス
、

リ

ヵ
ア
ド
、

オ
ウ

エ
ソ
、

ゴ
ド

ヰ

ソ
等

の
諸

工
の
主

義

が
取
入

れ
ら
れ
て

み
る
繹

で
あ

る
が
、
吾

々
は
、

一
見
し

て
全

く
相

容

れ
な

い
所

の
此
等

の
諸

王
の
主
義
一

然
り

、

ス
ミ
ス
や

り

ヵ
ア
ド
や

ベ
ソ
タ

ム
は
個
人
圭

義

の
叉

は
自

由
放
任
主
義

の
主
張
者

で

説

苑

井

刃
ヤ

ム
・
タ

ム
ス

y
の

分
配
論

〔三

・完
)

,
第

山」
三
巻

(第

四
號

一
五
玉

)

六

〇

五

塵



説

苑

井
リ
十

ム
o
タ

ー
ス
ン
の
分
配
塾岬
ニ
ニ
・
脚万
)
.

第
十
p
三
巻

(飽
翔四
[號

一
五
占
ハ
)

占ハ
O
由ハ

あ

る

に

反

し

、

オ

ウ

エ

ン
や

ゴ

ド

ヰ

ン
は

共

産

主

義

の
主

張

者

で

あ

っ

て

、

今

日

で

は

両

者

全

く

相

矛

盾

す

る

も

の
ざ
考

へ
ら

れ

て
る
る
一

が

、
タ

ム
ス
ン
の
思
想

の
中
を
通
過

し
、
若

く

は
其

の
中

に
存

在
せ

る
こ

ε
に
、
奇

異

の
威

を
懐

か
し
め
ら

る

ン
で
あ
ら
う
。
然
ら

ば

タ

ム

ス
ソ
ε

い
ふ
人
は
、
其
の

分
配
論

に
於

て
は
最
初
よ
b

一

.

貫
せ
る
主

義
主
、張
を
有

だ
す

し

て
、
唯

だ
漠
然

蓬
功

利
主
義

ご
か
、

分
配

の
牛
等

ε
か
、
分
配

の
安
固

ε
か
、

い

ふ
思

想
を
無
秩
序

に
取

入
れ
て

、
其

の
何

れ
を
も
失

は
ざ
.ら

ん
ご
し
て
終

に
自
家

撞
着

に
陥

っ
た

も

の
で
あ
ら
う

か
つ成

る
程

、

一
見
す

れ
ば

タ

ム
ス
ン
の
思

想

は
鮮
明
を

歓

い
で
居

る
や
う

で
あ
る
。
併

し
乍
ら

か
く

の
如

く
見

ゆ

る
は
、

タ

ム
ス
ン
が
、
資
本
主

義
経
済
學
若

く
は
個
人

ま
義
経

濟
學

よ
り
し

て
肚

會
主
義
経
済
學

が
始

め
て
生

れ

出
で

ん
ε
せ
る
際

に
在

っ
て
、
今

日
資
本

主
義

的

で
あ

る
ε
謂
は
れ

て
居

る
所

の
諸

よ
の
思
想

を
理

解
し
、
之
を

利
用

し

て
、
終

に
肚
會

主
義
経

済
學

の
誕

生
を
助

け
、

且

つ
其

の
哺

育

の
任

に
當

つ
た
が
爲
め

で
る

つ
て
、

こ
の

.

こ
ε
は
同
時

に
、
今
日
所
謂
個
人

主
義
経

済
學

ご
肚
會
主
義
経

済
學

ε
が
、
其

の
初
期

に
於

て
如
何

に
相
接

近
し

て
居

た

か
を
、
示
す

も

の
で
あ

る
。
合

日
に
於
て

こ
そ
、
此
等
両
経

糖
學
は
氷
炭
相
容

れ
奪

い
も
の

で
あ
ら

う
。

併

し
乍

ら
其

の
分
岐
の
當
初
に
於

て
は

、
此
等

は
渾
沌

{
し
て

一
向

に
見

分

け
の
附

か
な
.い
も

の
で
め

っ
た
。
「例

・へ
ば
今
日

、
勢
働

全
敗
権
.ご
云

は

y
、
恰
も

一
振

の
肚

會
主
義

者

の
特

有
の
武
器

で
あ

る
か
の
如
く

考

へ
ら

れ

て
.

み
る
が
、
其

の
源

を
糺

せ
ば
、

そ
は
労
働

償

偏
の
.議

論
に
胚
胎
し

て
居
り

、
而

か
も
此

の
同

じ
根
源

よ
り
し

て
、

財
産

権

の
擁
護

を
ま
張
す

る
學

説

が
生
れ
π

.
ε

い
ふ
が
如

く
で
あ

る
つ

タ

ム
ス
ソ
は
、
正

に

こ
の
渾
沌

だ

る
時

代

に
在

っ
て
種

々
な
る
思
想
を
研

究

し
、
其

の
取
捨

選
繹
を
行

ふ

こ
・し
に
よ

っ
て
、
肚
曾
主

義
経
済
學

の
成

立

に

、

.



カ

を
致
し
た

の
で

あ
る
。
.彼
が
英

国
初
期

の
肚

會
主
義

者

の
有

力
な

る

一
人

ε
し

て
敷

へ
ら

る

N
所

以
は

、
實

に

弦

に
存
す

る
の
で
あ
る
。

以
L
述

ぶ
る
所

に
よ
り
、
タ

ム
ス
ン
の
思
想
及

び
脛

濟
思
想
史

上

に
於
け

る
彼

れ
の
地

位
が
、
明

か
に
な

っ
た

で
あ
ら
う

が
、
後

の
學
看

は
往

々
に
し

て
全
艦

ε
し
て

の
タ

ム
ス
ソ
の
思
想

を
理
解

せ
す

し

て
、
其

の

一
部
分

の

み
.を
捕

へ
て
云
々
す

る
嫌

が
あ

る
。
例

へ
ば
、
彼

の

ア

ソ
ト
ソ
・
メ

ン
ガ
ー
の
如

き
、

タ

ム
ス
ソ

の

労
働
全

牧
擢

に
關
す

る
部
分

の
説
明

の
み
を

重
要
税
し

て
、.
こ
の
思
想

が

タ

ム
ス
ン
の
中
.心
思
想
で

め
る
か
の
如

く
考

へ
、
そ

の
オ
ウ

エ
ソ
主
義

に
就
て
は
唯
だ

『
オ
ウ

エ
ン
よ
り
繊
承
し
泥
所

の
贅

の
共
産
主
義
的
見
解
は
、
.彼
を
妨
げ
て

む

至
勢
働
牧
盆
権
か
ら
現
實

の
論
結
を
拙
き
出

さ
せ
な
か
っ
た
の
で
あ

る
、」

ε
い
ふ
風
に
論
じ
て
居
る
の
み

で

あ

る
。
併
し
乍
ら
余
惟
ふ
に
、
タ

ム
ス
ン
に
巳

っ
て
、
勢
働
全
敗
擢
即
ち
分
配
の
安
固
の
思
想
は
、
惟
た
自
由
競
争

の
上
に
立

つ
経
済
組
織
を
是
認
す
る
限
り
に
於
て
の
み
必
要
で
あ
っ
π
の
で
、
オ
ウ
.エ
ソ
流
の
相
互
協
力
の
上
に

立
つ
経
済
組
織
を
研
究
せ
し
場
合
に
は
、
此

の
思
想
は
全
然
抛
棄
せ
ら
れ
て
み
た
の
で
あ
る
、
ε
い
ふ
も
過
言
で

ラ

ラ

は
な
か
ら
う
・
禾

論
文
第
三
章
第
二
篁

及
び
二
参
照
)。
此
黙

に
於
て
余
は
メ
・
か
き

意
見
を
異

に
せ
ざ
る

く

く

を
得
な

い
。

タ

ム
ス
必
の
思
想

の

一
部
分

の
み
を
捕

へ
て
彼

れ

の
思
想

の
塗
膜

で
あ

る
か
の
如

く
誤

認
せ
し
む

る

他
・

一
例
は
、
彼

れ
・
鶴

監

聴

關
す
る
三

の
讐

。
見
解
で
あ
る
。
例

.
ば

..
。
ド
.
ブ
ー
ク
氏

は
、

其

の
著
『
肚
會
主
義

の
限
界
」
に
於

て
、
タ

ム
ス

ソ
ε

マ
ル
ク
ス
ε
の
關

係
を

り
ヵ

ア
ド
疏

の
勢

働
儂

値
論

に
求

め

て
.み

る
が
、
前
述

せ
胤
如

く
タ

ム
ス
ソ
に
巴
っ
て

は

リ

ヵ
ア
ド
流
の
勢
働
債
値
論

は
左
程

の
重
要

さ
を
看

た
な
か

っ
た
の
み
な
ら
交

・晃

ク
ス
が
タ
・
う

に
得
た
る
所
の
も

の
は
、
勢
働
債
値
論
で
は
な
く
し
て
、
労
働
誉

知

説

苑

井
リ
ヤ

ム
・
芸

ス
ン
の
分
配
論
(
=
一・完
)
.

策
士

黍

(徳

號

画
五
七
)

六
Q
七

41)森 戸氏 課近 世 耐雪 主 義 思想 史九 五 頁

42)FledBoucke,TheLimitsofSocialism,p.ig.

、



"

説

苑

井
リ

ヤ

ム
・
タ
ム

ス

γ
の
分

配
論

(
三

・完
)

第

十

三
巻

(第

四

號

一
五

八

)

六

〇

入

鋤

識

ε
の
問
題

に
關
す

る
も

の
等
で
あ

っ
た
や
う

で
め
る
。

斯

く
の
如

く
、

タ
ム
■
ス
ソ
に
聞

し

て
は
、
未

だ
正
賞

な

る
贋
値
判

断

が
下

さ
れ
て
み
な

い
の
で
あ

る
が
、
余

は

既

に
繰

返
し
述

ぶ
る
如
く

、
タ

ム
ス
ソ
を
以

て

『
功

利
主
義

の
理
想

を
分
配

の
中
等

に
よ

っ
て
達

せ
ん
ご
し
、
而

し
て
個
人
主
義

に
謙
ら

す

し
て
オ
ウ

エ
ソ
主
義

に
其

の
實
現

の
可
能

性
を
見
出

し
配
る
人
」

で
あ

る
ε
看
做

し
震

い
。

ツ
ガ

ソ
・
バ
ラ
ノ
ウ

ス
キ
が
、
其

の
著

『
現
代
祉

會

主
義
」

に
於

て
、

.

『
…
…
現
代
肚

會
主

義

の
起

源

に

關
す

る
歴
史

は
、
個
人
主
義

ε
肚
會
ま

義

ε
の
全

く
別
様

な

る
相

關
關
係
を

示
し
て
み
る
。
斯
く
て
英
國
肚
會
主
義
ー

オ
ウ

エ
ソ
及
び
タ
ム
ス
ン
を
以
て
其
の
代
表
者
ど

す

る
一

は
、

其
の
哲
學
的
内
容
に
就
て
は
、

ペ
ソ
タ
ム
の
哲
學
-

衝
撃
的
個
人
主
義

の
最
も
決
定
的

に
し
て
且
明
晰
な
る

説
明
の

}
つ
で
あ
る
所
の
一

の
流
れ
を
汲
ん
で
居
る
。
タ

ム
ス
ン
の
有
名
な
る
著
書

「
分
配
論
」
1

英
国

肚
會
主
義
の
最
も
著
明
な
る
理
論
的
産
物
セ
る
一

は
、

ベ
ソ
タ
ム
の

「
最
大
幸
幅
」
.の
原
則
を
経
済
學

に
適

蜘

.

用
す

る
こ
蓬
を
主
張

し
て
居

る

に
過
ぎ
な

い
、
」

ε
盲

へ
る
は
、
正
鵠
を
得

た
る
観
察

で
あ
る
。
.

43)KarlMarx
,DasKapita】1'S.326.(Volksau∈gabe,S.3c8.)

4墨)Tugan-Baranowsky,ModernSocialism(Englishtranslation) , (1910),p.29.
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